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1置が見えてくるとl1i]ll.Jに，小切の｜則illのさせ
方についてのアイデアがわいてくる。

8 指導計画の作成の工夫

特色ある教育課税の編成を進めるためには．

単純な指滋針函の市せ集めでは，その意図が

表現できないことが多い。ねらいを生かした

単元構成の示しプJや術導；njilijの表現形式を工
夫したい。図は， .+JlJ；！小学校の教科11111剣述を
図った単元機成図である。この偶成l盟｜には，

学習活動相互の関述と luJll.~に．そこで育成さ
れる力の内容とl則辿が示されており，全体と

してどのような学官が行われるのかがよく分

かる。
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9 その他の留意点

その他特色ある教育rul！利制成の手）~（［や方法
について，告11-f.J. .＇.＇.~をあげる。

(1) 検討・研究組織の工夫

どのような特色をIllすか，どのような教育
課程を開発するか．その日的とlλmによって
研究組織の姿も災なったものになる。また，

準備1Ulにおける組織と，完成 ・試行JUIおよび
静価 ・再検討j切における組織とでは災なった

ものになることもある。いずれにしても，い

つまで何をするのか，IUllllJを定めて段階的に
作梁をi住めていくことが必裂であり，そのた

めには学校長や教頭，研究主任などの粘り強

いリーダーシップが求められる。

(2) カリキュラムのタイプ

近年の学校カリキュラムは，体験や活動の

重視，教平：l
り，そのような取り組みを行う学校がJl')えて

いる。カリキユラムの編成にあたっては，。

校のカリキュラムがおおよそどのタイプにな

るのか，研究しておきたいものである。ちな
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みに，これまで一般に分類されてきたカリキ

ユラムのまnruは，教科カリキュラム，絞験カ
リキュラム，広領域実カリキュラム．相｜則カ

リキユラム． 融合カリキュラムなどである。
2 
地域の実態を生かす

教育課程の編成

（＃考資料〉

(1) 「IJ'-成8・9年度研究紀要郷き．ひびき合う
倒伎一一学習のネットワークイヒを過して一一J:JI! 
J;¥l:l¥台東区立扱j芋小学校，平成9{F11Jl.

(2) 平成9・10年度川口市教ff書店只会研究袋署員 中
H日発表研究紀婆 m境教育に関する研究「鐙かな
感性を持ち，より良い環境をめざして．自ら行動

のできる生徒の育成JI奇玉県川口市立小谷幼中学
校，平成9；｛ド10月。

①急速な社会の情報化．国際化．少子高齢化で．地域という言葉が指し示

す事象 （定義） を一義的に規定できなくなっている。

②教育課程編成の前提である“地域の教育力”とlムすでにある ものとし

てではなく．「地域づくり」を通して“創造するもの” である。

①地域の特性を生かした教育課程とは，それぞれの学校で，学区という地

域で生活する子どもたちの成長にふさわしい独自の教材を開発するこ と

である。

l 地域への視点

解説キーワード

地域との辿携やその教育力を学校の教育課

胞に生かす丞裂性が指摘されて久しい。数多

くの笑践がなされてもいる。その代表が小学

校低学年の生活字｜や中学年の社会科地域学習

であろう。さらに，新学力観に基づく体験的

な活動への理解の深まりとともに， 高学年の

~ri業学習や廃止：学溜をはじめ，様々な数字｜・．

道徳，特別活動において地域の”ヒ ト，モノ，

コト”を積極的に活mした授業づくりが行わ
れている。

教師が子どもたちとともに地峻に出て，新

たな学びの場のfill迭を試みる実践も多い。小
学校と比較して教科指導の色彩が浪い中学校

教育においても，選択肢修帽の拡大に伴って，

j山j或の仮史や産業を継続的に綱ヨをする学習f活
動を取り入れるなど， i也1或索材の教材化を進

める学校も少なくない。

他方， j也j戎を舞台にした学習は生涯学切の

制度化に｛’I＇・い，学校の外のまさ に地域の人た

ち自身による多微な学習l活動が全国各地で実
践されている。j血j或という世界にl刻する；治議

・子ども像

子どもをこのように育てたいというイメージ

が子どもI~である。 学校教育に限らず教nが行
われているところではどこでも，何らかの子ど

もi訟がJ苗かれているといってよい。しかし．こ
のイメージがはっきりしている場合と無自覚な

幼合がある。

・子どものよい而をさらにのばす一一教rn草花
編成を考える場合は．今までの教育惚l'tが般

かれていた子ども｛訟を吟自主・検前し，新しい

子ども｛訟を提起することが必襲になる。その

場合．それまでの子どもの袋のよい而を引き

Illし， もっと深めたらどうなるかという1lif)i1]

きの方向で考えたいものである。

・これからの社会で求められる資質や能力の観

点をLI~かす一一一子どもはこれから何十年とい

う未来を生きていく旅人である。将来社会か

らみた資質や能力の観点を，子ども1段のなか
に反映させることを考えたい。
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静岡大怖綬馬居 政幸

も雌んである。地j或産業．地域経済， J血j成政

治，J血j或51.!.J血Ji~の教育プJ ， 地域に I Jflかれた

学校，地域医療など多.fill多機であり．そのワ：
問分野もj店主ll学，終1fl'{:,t.I：会学＇ ）~＇.とう主．

教育学，心理学，医学なと・多岐にわたる。

このような地峨への関心のおまりの？？設と

して，急激に進むfl:会の十1HI！化， Iii際化，少

－（－？.匂紛化など，かつてない変動JUJにあって，
人と人が共に生きる場を同情策することを意

図する是l!!fr)Jゃfjf;!Jl)J，あるいは行政』血液のif!：進
にとって. J也J~Iま lllJ題を丸山す場であるとと

もにその解決を託す坊ともなっていることが

あげられる。ただしこのような地械の位位づ

けは，1:0鉱lの原閃となるJ絡に＇ lllJJmの解決を
求めるという矛li'Iに陥る危険性がある。そし
て，このようなif~再しが生じるj瓜lblは ＇ j色J~ と

いう百点5がmし示す！）J.{{{ ()t;'. ：~島）を一義的に

焼定できなくなっていることであるの

学校教育も例外ではない。たとえば，i足米．
「J山I或でJ学ぶのか．「J山成をjt戸ぶのかと
いう!Ill泌がi論設されることが多かった。j血j或

は教育（学判）という 「行為が＇I：：じるJ劾」な
のか，教育（学＼11／）すべき 「内符を求める助」

なのか，という対立である。 だが）1可者は地域
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喪1 産業別人間関係（地域）の特性

産 業 関係の契機

第一次産業中心の社会 地縁・血縁

第二次産業中心の社会 社縁・学技館

第三次産業中心の社会 情報・知緑

という言葉で指示する事象については合意し

ている。「でJと「をjの違いは，地域への
“取り組み方”の相違に焦点を合わせたもの

であって地域自体の相違ではない。

しかし，今日の問題は地域に対する合意自

体が揺らいでいることにある。それ故，まず

問うべきは，「地域Jという言葉で示そうと
する事象自体である。ただし，一般に特定の

事象に様々な分野の関心が集中する場合，そ

の事象が従来の常識では理解できなくなり，

新たな解釈が必要になった場合が多い。その

意味で，定義の暖昧さは，対象の多面性や可

塑性を反映したものである限り，探究すべき

価値の豊穣さを示唆していると考える。だか

らこそ，「地域の実態を生かすJことが教育
課程編成の課題になると考える。

そこで次に，旧来の常臓から自由になって，

地域という言葉で指し示す事象の実体を問い

直す際に必要な視点を提起したい。

2 地域が示す事象とは

表1は産業構造の相違による人と集団相互

の関係の特色をまとめたものである。

農業を代表に第一次産業中心の社会では，

生まれ育った「土地（地縁）Jとともに生活
する「家（血縁）Jが，そのまま人間関係の
鮮を形成し，個人による「選択Jの余地は非
常に少ない。所属する集団から独立した個と

いう人間のあり方自体がないともいえる。

それが近代的価値の浸透と社会の工業化の

人間・集団との関係の特性

同質・身分・伝統を前提とした公私未分化の

非選択的な人間関係

同質・平等・脱争・利害を前提とした集団へ

の実質的に非選択的な帰属関係

選択の契機を介在させた部分的人間関係（横

並び階層化or棲分・or共生関係）

進行にともない集団から個人が分離する。す

なわち，「自由」を「競争Jに，「平等Jを「機
会」に置き換えた社会制度としての「学校J
による社会移動を介して，一定の目的に基づ

き組織した「会社jを代表とする「職場組織J
を「選択Jし，そのなかで人間関係が形成さ
れるようになる。そこでの原則は，従来の地

縁や血縁からは自由に自分の所属する集団を

「選択Jできることである。
だが日本では，義務教育は学区制という居

住地域に基づく就学義務とセット。学校選択

は私学に進む少数者にしか砕きれない。高

校・大学の選択も義務教育での成績でコース

を決定される傾向が強い。加えて，様々な社

会調査が指摘するようにコース選択の可否が

勉強部屋や家庭教師や塾の質の高さに依存し，

それが親の収入や学歴と相関するとすれば．

選択の幅は狭いといわざるをえない。さらに，

学（校）歴とリンクした企業選択，あるいは

昇進・給与システムに規定された職場という

集団の紳はますます選択の幅を狭くする。

もっとも，このような非選択的な社会関係

を強制するシステムは第三次産業の増加とと

もに機能不全になることを避けえない。三次

産業下の人間関係の「縁Jは「情報・知識J
だからである。その特性は常に選択の契機を

内在した非常に流動的（可変的）な関係。そ

の象徴がマウスとキー操作のみで世界中の仲

間とコミュニケートする“インターネット上

のシチズン（市民）”すなわち“ネチズン”

と称する人たちの誕生である。また，身近な

教職冊修 1998/ 1 i目刊

事例として，電話で遊ぶ場と時間のアポイン

トをとり，自転車や車で仲間のところに出か

ける子どもたちの人間関係があげられよう。

3 教育の課題は

現代が三次産業化した社会であり，その特

色が「情報・知縁Jであることは理解できょ
う。だが，現代社会において地域という言葉

が指示する事象を考えるうえでより重要なこ

とは，上記三種の人間関係のパターンが同ー

の空間（地域）に多元的に併存していること

である。

たとえば，町内会の活動に生きがいを持つ

おじいちゃんと家族や親戚を大事にするおば

あちゃん（地縁，血縁），会社を最優先する

お父さん（社縁）と公民館で知り合った趣味

の仲間と活動するお母さん（知縁），家のあ

る地の学区の小学校に通学する子どもたち

（学校縁）と彼ら彼女らを教えるために学区

外から通勤する先生（社縁），これらはみん

な一つの学区という地域のなかで営まれてい

ることを忘れてはならない。

もう一つ重要なことがある。それはこの三

種の人間関係に優劣はないこと。すなわち，

どれか一つに統合するのではなく，それぞれ

の独自性を生かしつつ相互に知り合う「縁J
を創造することが最も重要な課題である。い

いかえれば，多元的な現実を多元なままに相

互に結んでいく（ネットワーク化）ことが「情

報・知識縁Jの最も重要な働きである。
そして，このような異質な者の聞にコミュ

ニケーションが生じる過程こそ今日的な課題

としての「地域づくりJの過程である。その
意味で，教育課程編成の前提にある“地域の

教育力”とは，すでにあるものとしてではな

く，ここにいう「地域づくりJを通して“創
造するもの”である。

すなわち，子どもたちが自分の日常生活の

なかで交わる様々な人たちとの聞に，上記の

意味での「地域づくりjの「縁Jを創造する

教験研修 1998/ 1増刊
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試みこそが，f地域の実態を生かす教育課程J
が目指す課題と考える。

だが，これまで学校は一次産業的人間関係

のみで地域住民像を描いてこなかったか。非

選択的な地縁・血縁でのみで結びつく世界と

して「地域jを捉えてこなかったか。

人聞は社会事象を原理的には相対的なもの

としてしか認織できない。他方．操業（前近

代）社会から工業（近代）社会への転換を一

元的に進行させるために設けられた制度が日

本の学校であった。

だが今日，たとえ学校が一元化を意図した

としても，学校の外で加速度的に進行する社

会の高度情報化により，原理的ではなく社会

的現実として日常生活の多元化を避けえない。

その結果，学校教育に求められる最も重要か

っ困難な聞いは，その制度本来の性格を改変

しでも，多様性を前提とした“ヒト，モノ，

コト”とのかかわり方を子どもたちのなかに

育成するための方途である。それが「地域の

特性に応じたJというフレーズにこめられた
意図と考える。

しかし，上述したように学校は一次産業的

人間・地域観に基づく大人（年配者？）にと

っての地域に子どもを同化させることを優先

してこなかったか。あるいは，教師が用意し

た課題を，教師が事前にピックアップした地

域の事象に関する知識のストック（副読本）

を通して，子どもに同意させることを目的に

進めてこなかったか。

「地域に根ざすJ「地域で学ぷJ「地域を学
ぶJと言い方は様々だが，いずれも教え学ば
せることに急で，非選択的な地縁・血縁一社

縁・学校縁的な視点から自由な地域観に基づ

いた，子ども一人ひとりの学校の外の日常生

活を内在的に理解した立場からの実践に出会

う機会は少ない。

したがって， f地域の実態を生かす教育謀
程の編成Jにとって最も重要かつ基盤となる
のは，教師自身が子どもたちと学校の内と外

の日常性を共有し，子どもの現実を支える
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校 ・学年 ・教室生ltf-1の教材を開発できるかど

うかが;!!I!題である。.JmrlJは，子どもたちはそ
れぞれ災なった個性をもっ存花であり，その

よさをや，，ばすためには， その子たちが生きる

世界の独自性の犯焔とセットになった教育制

程が求められるからである。しかし，これは

学校の教師のみでは不可能である。そこで，

以下の二点が求められてくる。

①家庭や地域社会の人材 ・施設や微々なffi
動との述般を図った教rm可動の民llfl
口頭で紹介したように．現在，まさに地域

を基盤にした学習活動は多種多織に展開され

ている。また特別な人でなくとも，学校で子

どもたちのliilに出ることによってすばらしい
先生に変身する方も多い。地域の教有力はす

でにあるものではなく，創るものである。さ

らには，「生きる力」の育成の観点からみれ

ば，地域で生活する（働く）後肉体が学びの

対象となる。子どもにとって地減のすべての

人が教師であり，学校の教師は，その多械な

人たちと子どもたちの！Illの縁を結ぶコーデイ
ネーターとなる。

①家路 ・地域社会との述携とm1かれた学校

づくりの推進

いかに学校と教師．が変わろうとしても，家

庭とj也成社会の協力をえなければ不可能であ

る。そのためには，このような変化を必要と

する背奴も合めて， ~！.定やj也成社会の人たち

が理ll解できる情報の｜品l示と学習の場を税極的

に設ける必要がある。そしてその場が，上認

のような新たな教育諜程の創造を文える人た

ちのネットワーク化への第一歩になるはず。

家庭やj色J或社会のJ3¥Wf.が進まない （非協
力）を問題にする前に，学校がまず家庭や地

j戎に聞くことから始めてほしい。そして．子

どもとともに，学校の内と外に新たな学びと

T1ちの場をillliliする過程で．教師が子どもた
ちの家族や学区で働く人 （教師もそのや111J1])

と三つの縁を共有するj出j或の人に学びrrとう
とするなら，教育？JI!程は自ずと地域の特性を
生かしたものになると考える。

れていること。すなわち，生活す

る場， ~｝主ぶ場， 学ぶ人という三つ

の変数それぞれの多機性を積極的

に位lilづけ，それを生かす教育課
税の:(jlj:ii'.£が求められていると考え

る。

ただし．このこと肉体はすでに

現行の学智指導袈領の総則の最初

に「谷学校においては」とあるよ

うに，指J肉されてきたことである。
だが．実際にはすべての学校に共

通する教育課程を優先する傾向を

変えるまでにはいたらなかった。

だが，今回は変えざるをえない条

件が1-Hiiしているようだ。それが
表 2の（2）の部分。

これまで，学校独自の教育課程

の編成の必要性を認めても，教科

や時110数の枠の伽muにより， 学校
とは災なる慣習や0-.¥'lllJのもとで也・

まれる地践の“ヒ ト． モノ，コト”

の活mをためらう傾向がなかった
か。だが表2の（3）に示すよ うに，

内容の大綱化， II在!Ill巡Jnの弾力化， 選択JnH華
版の拡大，さらに何よりも 「総合的な学WIの
時間Jの創設により，谷学校による:(j1はま工夫
を保征する条件は整った（外狐はJ!I＼められ

た？）。

ではどのように共体化すればよいか。その

観点が表2の（3）にある。三点に要約できょう。

①幼児児童生徒が家l起や地域社会において

行った体験や活動を生かすこと

これが先に「教師自身が子どもたちと学校

の内と外の日常を共有jすることを強調した

理由である。地域の特性を生かした教育際程

とは，従来の社会科・地域学習の副院本に代表

されるような，教師の教えやすきを基準にy;~
下一斉に使用する，といった方法では図維と

考える。

それぞれの学校で，その学区という地域で

生前する子どもたちの成長にふさわしい学

48 

「これからの学校教育においては，（1)1-t'f:伐において，
地j或や学校，幼児児1往生徒の；M態等に応じて．創意工夫を
！£かした特色ある教育を展llllできるようにすることが大切
である。

( 2）そのため， 教m思~!Eの~ii~については，各学校段階や
各教科等の特'l'I:に応じて，目l哲やl勾手玉を複数学年まとめて
示すなどl勾符等の示し方を大綱化したり，n,:'I¥表や時ffll¥':ll
を科学校が－M工夫を1ミかして編成できるようにするなど
I 単位時lllfや授業時数の巡Jllの－h'lの引j［力化を図る必裂が
ある。また，選択学習の側をJ広大するとともに．「総合的
な学切のP~llJIJ 1;-(ilj，没し，谷宇授のfilJ:(f.工夫を生かした教
m活動が一府民Ill!できるようにする必要がある。
(3）また，各学校においては，幼児児賞！£従が家庭や地域

社会において？？った体験や活動を生かしたm~にM-めると
ともに． 家j怠やj血成社会の人材 ・施設や様々な活動とのill
ll~を l苅った特色ある教育活動を）J~llllする必弦：がある。 この
ようなことを通じ．学校と家l怠・地域社会が十分述携をと
るとともに. uaかれた学校づくりをー府~milliすることが大
切である。

褒2

m狩浪程'lf!l会による f教muiの~堆の改告の』1;-i-;1n••1について （・1・
1111まとめ）J平成9l引JJI17日）r1 教'f1課枝の必惜の改絡の基本方li•JJ
の「1 ~rn採れの,i.~i＼~の改替の~.~本的年え／jj r(2）教育課税の越市の
改害時のねらい」 「＠各学校が官HY.工夫を＇＇°かし特色ある教育を E自問する
ことjより

1998/ J l!I刊教事E研修1998/ I m刊fUl.l研修

.f,li々 な人と人の結びつきとしての地域とコミ

ュニケー ト できるネッ トワー クを~.＆ることに

挑戦することである。

このことを前提に教育課程編成上の具体的

な線組を，教育練校務議会の「教育課程の基

準の改wの基本方向について（中｜！日まとめ）」
の 「教育課程の法準の改普の基本方向jにあ

げられた「各学校がf:llff.工夫を生かし特色あ
る数千7を展開することJ（表2）をもとに提

起したい。

まず表2の（1）では，「各学校Jによる 「fill
fi:工夫を生かした特色ある教TfJが強制され
るが，ここで重要なのは「地波J「学校j「幼
児児窓生徒jという三つの次元（変数）で「実

態等に応じてJ（三次元方程式を解く）とさ

教育課程の編成のために4 
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